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2026年 
11月号 

（第41号） 

今月のことば  
「転機」無理に元に戻そうと

せず、冷静に変化と向き合

い、新たな自分を発見して

「違い」を楽しもう。その先に「夢」が待っているから。（石田孝次 選） 

    （当クラブは多摩市社会福祉協議会、町田ボランティア連絡協議会の登録団体です） 

 今月の強調テーマ：「BF （Building Fellowship)」 ｢iGo (Internship for Global Outreach)｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

                                           

巻頭言「有事に備えた仕組み作り」 

 

2026 年 4 月から、2 度目の日本

YMCA 同盟への出向となりま

した。最初の 2010（〜2012）年

度は東日本大震災が発災し、今

年度も 7 月に熊本地震が発災し

ました。各地で大きな被害をも

たらす震災はそれだけではあり

ませんが、日本 YMCA 同盟とい

う組織にいる間に対応を求めら

れる震災があるというのは、悲しいことではありま

すが、努めなければならない仕事だと思っています。

2026 年熊本地震では、熊本 YMCA 本館のある熊本

市から 40 キロほど離れた八代エリアに大きな被害

が出ました。YMCA の拠点がないエリアでしたが、

熊本 YMCA はいち早く被災者支援を始め、過去の震

災での避難所運営の実績もあることから、「最後まで

残る避難所は YMCA に委託したい」と八代市の信頼

を得て避難所運営を受託します。それが、「トヨオカ

地建アリーナ（トヨオカ）」と「鏡コミュニティセン

ター（鏡コミセン）」の 2 拠点です。これまで、避難

所は行政が行うのが一般的でしたが、民間組織へ委

託することが一般的になったと言われています。熊

本 YMCA と全国 YMCA では、いつどこで起きるか

わからない災害に対して、YMCA らしい支援を行う

仕組みを作ろうとしています。  （小野 実 記） 

 

 

10 

月  

例

会 

  

   在籍15名 

(内広義会員5名) 

10月例会出席9名 

  

出

席

内

訳 

 メンバー     8名 

 メーキャップ  1名 

 出席率       90％ 

 メネット    0名 

 ゲスト･ビジター 1名 

 BF切手          0ｇ 

   

   

 ぽんぽこファンド      0 円  
  （今年度の累計 1,300 円） 

 オークション        0 円 

   (今年度累計    0 円) 

 

スマイル          6,110 円 

    (今年度累計  32,240 円 

  

     11 月合同例会プログラム     

 (東京町田コスモスクラブとの合同例会)  

 

日時：11 月 4 日(水) 19:00～20:30 

  会場：玉川学園コミュニティセンター 

  （小田急線「玉川学園前駅」徒歩 2 分） 

会費：なし（夕食はありません） 

（オンライン Zoom でのご参加も可能です） 

      

《プログラム》 

司会 為我井輝忠  受付 鳩山徹郎 

＊開会点鐘  綿引会長 

＊ワイズソング 

＊今月のことば 石田孝次 

＊ゲスト／ビジター紹介 綿引会長、山口会長 

＊会長挨拶 綿引会長、山口会長 

＊スピーチ  小野 実さん 

「2026年熊本地震支援に学ぶ有事に備えた仕組み 

作り」 

＊チーム報告 

＊YMCA ニュース、各種アピール 

＊スマイル 

＊ハッピーバースデー 

＊YMCA の歌 

＊閉会点鐘 山口会長 

 

 

 

 

 

 

    
 

 
 

 

 

 

 
   

2026～2027 年度 主題 
クラブ会長 綿引康司「10 周年、そして次の 10 年へ」 

東新部部長 深尾香子(東京多摩スマイル)「顔を上げよう！」 

東日本区理事 山下 真(十勝)「挑戦なくして進化なし」 

 アジア太平洋地域会長 ラチャン･マニカーン(タイ) 

「アジア太平洋地域をブルーミュージックで目覚めさせる」 

 国際会長 ヨハン･V･エルトヴィク(ﾉﾙｳｪｰ)「ブルーミュージックで眠れる巨人を目覚めさせ 

 《クラブ役員》会長 綿引康司 直前会長 伊藤幾夫                 る」 

  書記 伊藤幾夫 会計 綿引康司 担当主事 鳩山徹郎 

 

11 月の Happy Birthday 

 メネット田中直美さん(6 日)、鳩山徹郎さん(7 日) 

 メネット石田貞子さん(27 日) 
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10月例会報告 
10 月 6 日（火）19:00 から、10 月例会がベルブ永山
講座室で開催されました。司会は伊藤、受付は為我井
さんが担当しました。綿引会長の開会点鐘、一同でワ
イズソング、今月のことばは綿引会長が当番でした。
会長によるゲストビジターの紹介、そして会長挨拶
がありました。スピーチは、桜ケ丘商店会連合会復興
支援担当理事の平清太郎さんでした（＝写真）。平さ
んは、「娘一家が東日本大震災時、岩手県大槌町に住
んでいて被災、孫と避難する際、見知らぬ女性の車に

乗せてもらったり、避難
所で、孫が見知らぬ男性
からおにぎりをもらっ
たり、とても親切にして
いただいたことが、私の
ボランティアの原点で
す」と話されました。「以
来、浪江町、双葉町と多

摩市の児童生徒による交流が始まりました。相互訪
問と音楽事業の展開につながっていきました。今年
は、震災から 15 年たちますが、小中学生による相互
訪問は現在も継続しています。交流を始めた当時、小
学生だった子どもが、教員になり、現在の相互交流に
関わってくれていることは望外の喜びです。この交
流事業を継続していくことが、震災や原発事故を風
化させないことにつながっていくと信じて活動をし
ています」と締めくくられました。お話をうかがっ
て、まさに「継続は力なり」と感動しました。スピー
チのあと、各種アピールがあり、多摩福祉フェスタ、
町田福祉バザーの連絡がありました、YMCA 報告と
して、鳩山さんから、チャリティランの報告、11 月
のチャリティウォークについて連絡がありました。
スマイルは 6,110 円。ハッピーバースデーのお祝い
をし、綿引会長の閉会点鐘で閉会しました。 

＜出席者＞石田、伊藤、田中、為我井、鳩山、深尾、
峰、綿引 8 名 ゲスト：平清太郎 1 名 計 9 名 

メーキャップ：藤田         （伊藤記） 

        

 

10月第 2例会（運営会議）報告 
10 月 12 日(月、休)19:00 から、第 2 例会（運営会議）

が Zoom にて開催されました。会長挨拶のあと、10 

月例会報告、会計報告、ぽんぽこ農園サトイモ収穫日

時の確認、社協関連（多摩福祉フェスタ、町田福祉バ

ザー）、10 周年記念として東京 YMCA へ贈呈する

掛け時計（山手センター101 号室に設置）配送の件等

について報告がありました。協議事項では、11 月合

同例会（東京町田コスモスクラブと）については、11

月 4 日(水)19:00～20:30 に玉川学園コミュニティセ

ンターで開催することになりました。また、ブリテン

11 月号の構成、分担を確認しました。その他として、

12月クリスマス例会を恵泉女学園大学で開催したら

どうかという案が出されました。継続審議事項の「ベ

ルブ永山の会場変更」については、深尾さん宅が候補

としてあがり、来年の 2 月例会で実施してみること

になりました。また、「ぽんぽこ農園の担当」につい

ては、11 月第 2 例会で再度話し合うことになりまし

た。 

連絡として、今年度のハンドブック、ロースターにつ

いて、メールで注文を受け付けることになりました。 

≪出席者》石田、伊藤、田中、為我井、深尾、綿引 

 計 6 名             （伊藤記） 

 

 

多摩福祉フェスタ報告 
10 月 18 日（日）、多摩市社会福祉協議会主催「福祉

フェスタ 2026」が、多摩市南野の二幸産業・NSP 健

幸福祉プラザで開催され、当クラブも参加して、ぽん

ぽこ農園で栽培していた「サトイモ」の販売を行いま

した。当日は石田さん、田中さん、深尾さん、綿引が

フル出場、佐々木さんも午前中応援に駆けつけてく

ださいました。 

3 日前の 15日にぽんぽこ農園でいも掘り作業をした

サトイモ 70 袋と親芋は、10 時の販売開始から約 3

時間で完売し、2 万円を超える売り上げとなりまし

た。また、販売しながら他の参加団体と交流し、とて

も楽しい時間を過ごすことができました。今回、作物

を販売できる状態に整え、袋詰めしてくださった田

中さんには心より感謝を申しあげます。 

出席：石田、佐々木、田中、深尾、綿引 （綿引記） 

 

 

町田福祉バザー 雨で中止 
10 月 24 日(土)開催予定の町田福祉バザーは、残念な

がら雨天のために中止となってしまいました。ぽん

ぽこで収穫さ

れた里芋（＝

写真）は、11

月合同例会に

持参しますの

で、みなさん

に購入してい

ただけたらと 

思います。 

（伊藤記） 

 



3 

 

 

11月合同例会スピーカー 
 

 小野 実 さん 
日本 YMCA 同盟主事 

東京多摩スマイルクラブ 

   

「2026 年熊本地震支援に 

学ぶ有事に備えた 

仕組み作り」 

 

 

《プロフィール》 

1970 年東京生まれ。1993 年東京 YMCA 入職。英語

専門学校に始まり、国際ホテル専門学校、にほんご学

院、医療福祉専門学校など学校中心に担当。2026 年

より 2 度目の日本 YMCA 同盟出向。プライベートで

は、30 年ぶりに母親との同居生活が始まり、妻への

感謝の想いでいっぱいです。 

 

《スピーチ概要》 

国内協力が担当であることから、熊本地震発災の早

い段階で熊本入りし、避難所運営のスタート直前ま

でと実際の避難所運営を経験してきました。その中

から、熊本 YMCA が目指す、全国協力による災害支

援モデルをどのように実現していくかをみなさまと

共有したいと思います。 

 

 

 

 

10周年記念 寄贈 掛け時計 
当クラブの 10 周年
を記念して、東京
YMCA へ寄贈の掛
け時計が山手センタ
ー101 号室に取り付
けられました（＝写
真）。 

シチズン製の直径50

センチメートルのも
のです。山手センタ
ーにいらっしゃった
時にご覧になってく 

ださい。（伊藤記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10期プランター野菜講座進行中 
9 月 29 日（火）に開講した、第 10 期プランター野
菜講座ですが、第 2 回目の講座（ミズナ、コカブ）
が 10 月 13 日、第 3 回目の講座（イチゴ、エンドウ）
が 10 月 27 日に開催されました。 

毎回、講座は、藤田 智講師によるテーマ野菜の栽培
法のレクチ
ャーの後、
各受講者が
提出した野
菜の生育状
況の写真に
ついての講
評/アドバイ
スで構成さ

れています。 

残すはあと 2 回で、ナバナ、タマネギ等について学
びます。               （田中記） 

 

 

 

 

第 2回東新部評議会のお知らせ 
第 2 回東新部評議会が下記のとおり開催されます。 

評議会の主な議案は、「次期副部長、次期監事の選
出」、「次期部役員選出」、「部コンベンションの提
案」などです。 

当クラブの出席者は下記の 5 名です。 

深尾（東新部部長）、伊藤（部書記、LT 委員長）、
石田（部会計）、鳩山（部担当主事）、綿引（会長） 

 

 日時：11 月 26 日(木)16:00～18:30 

 会場：東京 YMCA 山手センター 

                  （伊藤記） 

 
 
 

 

ペタペタの会 開催のご案内 
東京 YMCA西東京コミュニティセンターの事業として開

催してきた「ペタペタの会」を、今秋も 11月 28日（土）に

開催します。9 時 30 分に八王子駅に集合し、八王子

市内をのんびりと歩きます。見どころは、八王子駅

南口にこの秋開園した「桑都の杜」や、旧来の街中

にある八王子花街「黒塀通り」、それに隣接する

「桑都テラス」等です。また松姫伝説で有名な「信

松院」や、甲州街道の「いちょう並木」を歩いて紅

葉も楽しみます。申込みは東京 YMCA のホームペ

ージからお願いいたします。（綿引記） 
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 ぽんぽこ農園便り  
10 月 15 日(木)、ぽんぽこ農園の収穫作業は、ほど

良い曇り空の中、メンバーの佐々木さん、綿引さん、

田中さん、石田、鳩山さんご家族。総勢 7 名でサト

イモの収穫を行いました。500 個を超える収穫量で、

10 月 18 日(日)の「多摩福祉フェスタ」と 10 月 24

日(土)の「町田福祉バザー」での販売を予定していま

す。この農園活動は、クラブの活動資金作りの重要な

事業と位置付けられています。ぽんぽこ農園の近く

にお住まいの鳩山さんご夫妻とお子さんも加わって、 

楽しくにぎやかな収穫作業となりました。（石田記） 

 

                   

今後の予定  

11／6(金)15:00～ 霊南坂教会 

兼松豊牧師 チャリティーコンサート 

11／9(月) 19:00～20:30 11 月第 2 例会オンライン 

11／10(火)19:00～20:30 プランター野菜講座④ 

11／12(木)19:00～20:30 Y 友広場オンライン 

11／19(木)19:00～東新部会長会 オンライン 

11／23(月、休) 東京 YMCA「大江戸ウォーク」 

11／24(火) 19:00～20:30 プランター野菜講座⑤ 

11／25(水) 19:00～ 在京 10 クラブの会オンライン 

11／26(木) 16:00～第 2 回評議会山手センター 

11／28(土)ペタペタの会（3 ページに詳細） 

12／2(水) 19:00～12 月例会 

 

YMCA ニュース   担当主事 鳩山徹郎 

★熊本地震復興支援活動報告 

10 月 2 日、「熊本地震被災地支援活動報告会」をオ

ンラインで開催し、約 40名が参加しました。当日は、

八代市での避難所運営にあたった職員や、八代市の

小中学生を対象にした「あおぞらキャンプ」に参加し

たユースボランティアリーダーが現地の状況を報告

しました。熊本地震緊急支援募金は、10 月 2 日まで

に 6,018,674 円が寄せられ、今後も子どもの居場所

づくりや避難所運営などを中心に、熊本 YMCA と連

携した継続支援を行っていきます。 

★YMCA／YWCA 合同祈祷週礼拝のお知らせ 

世界 YMCA・YWCA は毎年 11 月に合同祈祷週を定

め、世界中の仲間と共に祈りの時を過ごしています。

聖書からのメッセージに耳を傾け、世界の平和を求

め、心を合わせましょう。どなたでもご参加いただけ

ます。 

【日時】11 月 12 日（木） 18：30～20：00 

【会場】東京 YMCA 山手センター 1 階ホール） 

【説教者】吉髙 叶 牧師（日本バプテスト連盟市川  

八幡キリスト教会 牧師） 

★第 2 回ユニバーサルフェスタ開催 

10 月 3、4 日、山中湖センターにて「第 2 回ユニバ

ーサルフェスタ」を開催し、2 日間で延べ 117 名が

参加しました。車椅子の子どもたちをはじめ、様々な

背景を持つ子どもたちが、クライミングやモルック

等のアクティビティを通して交流を深め活気あるイ

ベントとなりました。また、当日はパラクライマーの

平井亮太選手が来場し、クライミングパフォーマン

スを披露しました。開催にあたっては、山梨学院大学

障害者スポーツゼミの学生をはじめ、多数の団体に

協力をいただきました。 

★【ボランティア募集】国際協力街頭募金 

バングラデシュほか途上国の子どもたちを支援する

ため 11 月 14 日、新宿駅前で「東京 YMCA 国際協力

一斉街頭募金」を行います。この募金活動は、バング

ラデシュ YMCA が運営する「働く子どもたちの学校

（NFPE）」の支援のほか、アジア各国で貧困や紛争

に苦しむ子どもたちの支援を目的に毎年行なってい

るものです。東京 YMCA では、会員や学生、園児や

登録メンバーなど、関係者 100 人程が街頭に立って

一斉に募金を呼びかけると同時に、私たち自身が世

界のさまざまな問題について考える機会としていま

す。是非ご一緒に街頭募金活動にご参加ください。 

★今後の主な行事予定 

・「J.T.スウィフト主事＆ミラー主事墓前礼拝」 

（横浜 YMCA 共催）10 月 24 日（横浜外国人墓地） 

・「早天祈祷会」11 月 2 日（山手センター／オンラ 

イン）説教：土岐祥子氏（公益財団法人東京 YWCA 

総幹事） 

 ・「第 28 回愛恵エッセイ」11 月 13 日まで作品募 

集（愛恵福祉支援財団との共催）  

テーマ： 豊かな福祉社会を創るために-私たちが今、 

できること- 

 ・「第 24 回日本 YMCA 大会」11 月 27 日～29 日 

（日本 YMCA 同盟東山荘） 

   テーマ：Evolving Together 

 ・「賛助会年会・アドバイザー会」11 月 16 日 

（アルカディア市ヶ谷） 

   講演：(株)アシックス代表取締役会長 CEO 

 廣田康人氏 

 ・「全国 YMCA オンラインチャリティーウォーク」 

11 月 29 日～12 月 13 日 

 

編集後記 早いもので、今年も 11 月に入りました。

紅葉と共に寒い時季を迎えます。お身体ご自愛くだ

さい。(i.i) 


